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自治体情報施 策 事 例 観光振興関連施策6

施策の概要

施策事例６　観光振興関連施策

2,112,174 千円

熊本県 嘉島町 企画情報課

096-237-2641

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/

平成 20 年度から平成 21 年度まで

参考とした施策

関 係 施 策 分 類

事 業 期 間

ホ ー ム ペ ー ジ

電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口  8,800 人

⑤

1 	取り組みに至る背景
本町は、熊本市に隣接し、湧水や河川等の豊かな自然環境を活かしたまちづくりを進め、ビール・清

涼飲料工場や大型商業施設も進出している町であるが、町にこれといった特産品がなかった。そこで都
市近郊でありながら、圃場整備済み水田で土地利用型農業を展開し、米の転作作物として地域輪作によ
る転作大豆の団地化に取り組み、大豆は熊本県内第 2 位の作付面積・生産量を誇っていることから、こ
の大豆を使った本町の特産品として、大豆焼酎の調査開発に取り組み、今年 4 月末『大豆焼酎　嘉島』
というネーミングで販売する運びとなった。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
本町は米、麦、大豆のほかイチゴ、トマトなどの農産物を生

産しているが、この農産物に付加価値をつける加工・販売まで
には至っておらず、また加工した町の特産品もなかったことか
ら、大豆を使った特産品づくりを目的として大豆焼酎の開発に
着手した。

大豆を主原料とした焼酎は全国でも珍しいため県産業技術セ
ンターに試作を依頼し、十数種類の試作品の中から、飲みやす
く消費者に受け入れられやすいものを選び、製造を球磨郡の酒
造メーカーに委託して商品化にこぎ着けた。

販売については、アルコール類の販売は酒税法で国や地方公
共団体等には認められていないことから、販売が可能な町内の
ショッピングセンターや酒店、コンビニエンスストアが、酒造
メーカーから仕入れ、販売してもらうことにし、今年 4 月末か
ら発売初年度でもあり限定 2 千本を販売することにした。

大豆焼酎のネーミングについては、町の広報誌及びホーム
ページで広く一般から公募したところ、県内各地から 195 件の
応募があり、名称選定会議で「町の PR につながる」として『大
豆焼酎　嘉島』に決め、命名者の表彰を行った。

3 	施策の開始前に想定した事業効果
本町は、昨年度において「六嘉湧水群・浮島」が「平成の名水百選」に選ばれるなど素晴らしい水環

境に恵まれ、大豆・小麦・イチゴ・トマトといった農産物があるが、これといった加工した特産品がなかっ
たことから、全国的にも珍しい大豆を使った焼酎を開発し、本町の新しい名物とすることを考えた

「大豆焼酎」
調査開発委託
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予算関連データ

施策事例６　観光振興関連施策

6

嘉島町

総　額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分 : ①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

609 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 609 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称

所　管

金　額

補助率

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
大豆はタンパク質や油分が多く、製造に関して技術的に難しく、最初から本格的に製造するのは

リスクがあるという専門家の意見があり、製造を委託する前に先ず試験製造を研究機関に委託し、
原料の加工方法、主原料と副原料の配分比率等の調査を実施するとともに、試飲を行い、飲みやす
く消費者から受け入れられやすい減圧蒸留方法によるものを選び、商品化することにした。

焼酎の製造については、昨年 11 月に町内生産農家が収穫した大豆を乾燥させ、酒造メーカーに
持ち込み、今年 1 月から仕込み、発酵・蒸留・熟成させ製品化した。　　　

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
原料の関係と初年度ということもあり、どれだけ売れるか不明だったため限定 2 千本を製造した

が、大豆焼酎の名前を広く一般から募集したことや、くせも少なく飲みやすい焼酎に仕上がったこ
ともあり、評判を呼び、4 月末の発売後、予想外のテンポでひと月も経たない 5 月下旬に醸造元の
在庫がなくなった。

次に製造するのは、今年の秋に収穫された大豆が醸造
元から熟成後出荷される来年春になる。町としても今後
の醸造計画について、たとえば季節による品切れを防ぐ
手段はないか、醸造する適正量の再検討など醸造元と密
接に提携して嘉島町の特産品の伸長を図りたい。

また、本町商工会の女性有志が町内産大豆を使ったド
レッシングなど加工食品の製造・販売を手掛ける「大豆
工房かしま」を設立した。商工会から起業する例は全国
的にも珍しく、大豆を使った特産品で地域活性化に取り
組んでいる。他にも、大豆農家女性で作る加工研究グルー
プ「水の郷」があり、自家製の大豆を使い、まんじゅう
やマフィンなどの商品を開発している。

今後は、生産農家自らが地域の特性を活かした特産品
を開発するなど、農家所得の向上、地域経済の活性化に
つながることが期待される。
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